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はじめに
本学一部(昼間部)保健体育研究室では、昭和34年以来、毎年、新入生を対象に正課体育授業開始
時に運動適性検査を実施してきた。測定内容は、身長・体重などの一般形態計測、肺活量・背筋力
などの機能測定、走・跳・投など運動能力である。平成4年度から反復横跳び・立位体前屈を新たに
加えて測定をした。そして、これらの資料を体育実技や講義に積極的に活用し、学生自身が入学時
の体力を把握し、学生生活において運動・スポーツなどを積極的に取り組むことによって、将来の
生活設計における健康観や身体的自己管理に生かせるための基礎資料に役立てている。
測定期間は、平成６年４月１１日（月）～４月23日(土)まで各学部の授業の曜日毎に実施、測定場所
は、法政大学多摩総合グランド及び多摩総合体育館で行なった。
測定項目
・形態
身長
体重
胸囲
身体発育の最も基本的な長育の発育指標であり、身体的作業能力を計測する。
身体の発育充実を示す指標となる計測である。
胸囲の大小は、胸型の大小とともに器官の大小及び、機能と密接な関係があり、呼吸・
循環機能について重要な間接的計測である。
人体エネルギーの原動力である内臓諸器官を包含している躯幹の長さに関連するのて゛、
形態学的よりも生理学的機能に意味を持つ長育としての計測である。
座 局
・機能
肺活量肺活量の優劣は、体力面の全身持久性に影響するものである。
背筋力上肢．下肢．胸部の筋肉の総合力であり、姿勢の保持や運動に直接関わる全身の筋力
の指標でもある。
握力上肢の静的筋力を計測する。
反復横跳全身敏捷性を計測する。
垂直跳脚筋のパワーを計測する。
立位体前屈体の前屈の柔軟性を計測する。
・運動能力
男子－，00ｍ、女子５０ｍスピード・瞬発力・走力などを計測する。
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男子-800ｍスピードと心肺機能を含めた全身持久性の計測をする。
走幅跳脚筋を主体とする全身のパワー(瞬発力）を計測する。
砲丸投身体全体の筋力と敏捷性、瞬発力などを計測する。
これらの項目の中で男子800ｍ・砲丸投げは昭和34年から法政大学独自に計測しているものである。
平成６年度体格・体力運動能力の結果
一平均値における学部間の比較一
表－１は、女子の学部別、年齢別の形態を示したものである。身長では、工学部の18才が160.85
cmで他学部より最も高く、体重では、工学部の19才が52.48kgがやや高い値を示し、低かったのは、
社会学部の19才の48.77kgであった。胸囲では、経済学部の19才が85.58cmで最も高い数値を示した。
座高では、経営学部の１９才が86.12cmで最も高く、社会学部の１８才が83.45cmで最も低かった。
表－２は、男子の学部別、年齢別の形態を示したものである。身長では経営学部の20才が最も高
く172.60cmであったが、各学部間には、著しい差はみられなかった。体重では、経営学部の20才が
69.58kgで最も高く、文学部の20才が60.98kgでその差は8.6kgであった。胸囲では経済学部の20才が
90.63cmで高いのに対して、文学部20才が82.48cmで最も低く、その差は8.15cmであった。座高では、
各学部、各年齢と690cmを越えており著しい差はみられなかった。
表－３は女子の機能･運動能力を示したものである。肺活量では、経営学部の18才の2616.29Ｍで
高く、社会学部の19才の2461.76Ｍが最も低く、その差はおよそ155Ｍであった。背筋力では、工学
部の19才の88.14kgと高く、文学部の19才の75.41kgが最も低かった。握力の左では、工学部の19才
の26.80kgが高く、法学部の19才は23.86kgでそれよりおよそ３kgも低かった。握力の右では、工学
部の18才の28.67kgが高く、社会学部の19才の25.71kgでこれもおよそ３kgも低かった。反復横跳び
では、文学部の18才の38.97回が最も高く、法学部の19才は33.14回で、その差はおよそ６回であっ
た。垂直跳びでは、工学部の18才の42.41cmが最も高く、社会学部の18才の36.94cmが低かった。立
位体前屈では、文学部の18才の12.88cmが高く、工学部の19才で7.57cmは最も低く、その差はおよそ
5.3cmであった。５０ｍ定では、工学部の19才の8.65秒が最も速く、法学部の１９才はその値より0.48秒
も遅かった。走幅跳びでは、社会学部の19才の341.54cmで最も高く、文学部の19才はその値よりお
よそ48ｃｍも低かった。砲丸投げでは、社会学部の19才の449.68cmが最も高く、文学部の19才の384.63
cmで、その差はおよそ65cmみられた。
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法政大学体育研究センター紀要
表－４は、男子の機能･運動能力を示したものである。肺活量では、経』堂学部の20才の3923.53mＣ
が最も高く、低かったのは文学部の20才の3580.36,0で、その差はおよそ343,4であった。背筋力て、
は、経済学部の18才の148.54kgが高く、法学部20才の134.02で最も低かった。握力の左では、経済
学部の18才の42.37kgが高く、文学部の20才の38.04kgが低かった。握力の右では、経済学部の18才
の44.96kgが高く、文学部の20才の41.73kgが低く、各学部間には、著しい差はみられなかった。反
復横跳びでは、経営学部の18才の4417回が最も高く、最も低かったのは、社会学部の20才の37.69
回で、その差はおよそ6.5回であった。垂直跳びでは、社会学部の18才の59.06cmが高い値を示し、
社会学部の20才の5407cmが最も低い値を示した。立位体前屈では、文学部の18才の9.91cmが高く、
工学部の20才はその値よりおよそ４ｃｍも低かった。100ｍ走では、工学部の18才の13.82秒が最も速
く、法学部の20才の14.51秒が最も遅い値であった。800ｍ走では、工学部の18才の182.66秒が最も
速く、経営学部の20才の202.99秒が最も遅く、その差はおよそ20秒であった。走幅跳びでは、社会
学部の18才の457.49cmが高く、文学部の20才の394.79cmが最も低く、その差はおよそ63cmであった。
砲丸投げでは、経営学部の１９才の818.50cmが最も高く、法学部の20才の740.98cmが最も低く、その
差はおよそ78cmであった。
表－５平均値における各学部間の最高値および最低値の比較（18才、１９才）形態
’
表－５は、平均値の形態における各学部間の最高値および最低値を比較したものである。男子に
ついては、身長では19才の経営学部寸体重では18才の経済学部、胸囲では18才の文学部が最高平均
値を示したが、最低平均値においては、身長では文学部、体重では社会学部、胸囲では法学部であ
った。そしてそれら学部間の身長、体重、胸囲では、極めて高い有意差がみられた。しかし座高で
は、最高平均値18才の社会学部、最低平均値の経営学部の間では、有意な差はみられなかった。ま
た、形態計測の４項目すべてにおいて最高平均値、最低平均値共に一定の学部に偏る傾向はみられ
なかった。
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黒子女子
本学第一部学生の入学時における体格・体力について
女子については、胸囲では19才の経済学部が最高平均値であったが、他の身長、体重、座高では
工学部がいずれも最高平均値であった。また最低平均値では、１９才の胸囲を見ると経営学部を除い
て、他の形態測定において、社会学部が極めて高い有意差が現われた。このように女子の形態計測
では、工学部が高く、社会学部が低い傾向がみられた。
表－６平均値における各学部間の最高値および最低値の比較(18才、１９才)機能・運動能力．
表－６は、平均値の機能．運動能力における各学部間の最高値および最低値を比較したものであ
る。男子における機能については、肺活量の19才の最高平均値で工学部が高く、低かったのは文学
部でその差はおよそ237Ｍで有意な差がみられた。背筋力、握力(左)ては18才の最高平均値で経済学
部が高く、文学部はいずれの項目において低く、その差も極めて高く、有意な差がみられた。握力
(右)ては19才の工学部が最高平均,値を示し、最低平均値は法学部でその差は2.76kgと高く、有意な
差がみられた。これら肺や筋の機能においては工学部、経済学部が高く、文学部はいずれも低い傾
向がみられた。運動能力の反復横跳び、垂直跳びでは、それぞれ18才の最高平均`値で経済学部と社
－４３－
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法政大学体育研究センター紀要
会学部が高く、最低平均値は両項目共に文学部が低かった。特に反復横跳びでは有意な差がみられ
た。立位体前屈では文学部が最高平均値を示し、経'堂学部が最低平均値で、その差は2.04cmで有意
な差がみられた。１００，走、800ｍ走では、工学部の18才がいずれも最高平均値を示し、最低平均値
は100ｍ走では法学部、800ｍ走では経営学部であった。そしていずれの項目も高い有意差がみられ
た。走幅跳びでは最高平均値は18才の社会学部、最低平均値は文学部でその差は40.71cmで高い有意
差がみられた。砲丸投げでは19才の経営学部が最高平均値で、最低平均値は文学部でその差は57.5
ｃｍと極めて高い有意差がみられた。
これらの結果から肺および筋の機能計測では印工学部の18才と経済学部の19才が高い値を示し、
文学部はそれらの項目においては低い値であった。更に運動能力の体力診断項目でも立位体前屈を
除く反復横跳びで最も低く、走幅跳び、砲丸投げにおいても最も低い値であり、敏捷性や瞬発力、
脚力のパワーなど劣っているといえる。また走力においては工学部が高く、瞬発力においては社会
学部が高く、法学部、経営学部は共に低い値であった。
女子における機能については、肺活量の最高平均値が18才の経済学部で、最低平均値は社会学部
でその差は154Ｍで高い有意差がみられた。筋力の背筋力、握力(左α右)においては工学部が最高平
均値を示し、最低平均値については文学部、法学部がそれぞれ最低平均値を示しており、背筋力12.
7kg、握力(左)2.9kg、握力(右)2.2kgと極めて有意な差がみられた。運動能力の体力診断項目の反復
横跳び、立位体前屈の最高平均値は文学部で、最低平均値はそれぞれ法学部、工学部でその差は有
意なものであった。また垂直跳びでは、’8才の工学部が最高平均値を示し、最低平均値は社会学部
でその差はおよそ5.4cmで高い有意な差がみられた。走力の50ｍ走では最高平均値が19才の工学部
で、最低平均値は法学部でその差は0.47秒上高い有意差がみられた。走幅跳び、砲丸投げでは最高
平均値はいずれも社会学部で、最低平均値は文学部で、特に走幅跳びではおよそ48ｃｍと高い有意差
がみられた。
これらの結果から肺および筋の機能計測では、工学部が高く、文学部と法学部がやや低い傾向が
みられた。運動能力の体力診断項目においては、文学部と工学部が高く、法学部と社会学部が低い。
また走カビ瞬発力においては、工学部と社会学部が高く、法学部と文学部は低い傾向がみられた。
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法政大学体育研究センター紀要
表－７は、各種の形態指数を示したものである。ローレル指数は、身体充実指数として使われ、
骨格、筋肉、内臓諸器官、組織等の発育状態を示し、また栄養状態を示すものである。女子のこの
値は、１９才の工学部以外すべて低い傾向を示している。男子では、女子と対象に平均値より上回っ
ている。ポールドウイン指数とは、背筋力と形態との相関が高いので、身長を用いて背筋力を指数
化することである。
まとめ
「平成４年度体力・運動能力調査報告(文部省体育局)」「日本人の体力標準値(都立大学身体適性
学研)第４版｣｢平成６年度国民栄養の現状一平成４年国民栄養調査成績一(厚生省保健医療局健康増
進栄養課)」「国民衛生の動向(厚生統計協会)」などの資料を参考にして、本学学生の形態・機能・
体力・運動能力を考察するならば、次のようなことが考えられる。
本大学と他資料との平均値における比較（18才、１９才、２０才）形態
男子女子
表－８■
時
表－８は、本学学生の入学時における形態項目の平均値と文部省体育局と厚生省との平均値にお
ける比較を示したものである。女子については、身長と座高では他資料とほぼ平均値に近い値を示
している。体重は僅かに低い値であるが、胸囲では僅かに高い値を示している。男子については、
４項目共にほぼ平均値に近い値を示していることが伺える。
－４６－
年齢
本大学
人数 平均値
文部省
平均値
日本人
標準値
厚生省
平均値
本大学
人数 平均値
文部省
平均値
日本人
標準値
厚生省
平均値
身長
国 ８９０１１２ 17701499352 ８０４３４２●●●１１１７７７１１１ １４０１６４●●●１０９７７６１１１ ５７０●●●００１７７７１１１ １６４●●●１０９７７６１１１ 796244 1５８．８３１５８．５４ 1５９．０５１５７．０１ 1５７．９１５８．０ 1５９．１１５７．０
体重
k９ ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ ０６５４１４●●●３４５６６６ ３３６５１５●●●３２３６６６ ０６１●●●２２３６６６ １６５●●●２３１６６６ 796244 5０．６０５０．３９ 5２．７９５０．６５ 5２．３５１．７ 5２．８５０．７
胸囲
〔皿 ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ ９９０６２１●●●６７８８８８ ８８６●●●６７８８８８ 796244 8３．９９８３．８３ 8１．７８１．８
座高
C皿 ８９０１１２ 17701499352 ８２５２４５●●●１１１９９９ ３１９●●●１１０９９９ 796244 8４．９３８４．７５ 84.984.7
本学第一部学生の入学時における体格・体力について
表－９本大学と他資料との平均値における比較（18才、１９才、２０才）機能・運動能力
男子女子
－４７－
本大学
人数 平均値
文部省
平均値
日本人
標準値
厚生省
平均値
本大学
｜人数 平均値
文部省
平均値
日本人
標準値
厚生省
平均値
肺活量
、０ ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ 3７９０．５３７５４．７３８０２．９ 433044304470 796244 2547.32505.7 29002970
背筋力
k９ ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ 1４４．５１４４．１１４０．９ 1３８．９９１４１．０４１４４．９５ 1３８．２1４２．３1４４．６ 796244 7９．５２７９．４９ 8０．９４８３．２４ 8７．８８８．１
握力左
k９ の尺）（ｕ〉（⑪ｖ勺Ｉ▲『１▲⑤〃』 1７７０１４９９３５２ ４６５７１３●●●１１１４４４ |:霊 ６３５６●●５４２２
握）力右
k９ ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ ３０８２１１●●●４３３４４４ ３０００７３●●●６６７４４４ ４４３●●●７８９４４４ 796 2７．１０２６．４２ 2８．２７２８．６７ 2９．４２９．８
反復横とび
tｉｍｅｓ ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ ７３３６１２●●●２１０４４４ ３３３５４６●●●５６５４４４ ９７３●●●６６６４４４ 7９６２４４ 3６．７０３５．９５ 3８．５２３９．２３ 3９．７３９．８
垂直跳
C、 ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ 5８．１６５７．１６５６．１１ ０１４２４５●●●００９６６５ ８６１●●●勺Ｉ上ＱⅡ△●０４６６６ 796244 3９．７０３９．５１ 4２．００４２．１６ ４２．８４２．４
立位体前屈
C、 ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ ７２３４３９●●●８７６ 1１．２６１１．２８１１．０６ ８０１●●●３４４１１１ 796244 1１．７９１１．００ 1３．５７１３．９６ 1６．１１６．４
50M定女
100M走男
ｓｅｃ
８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ ８５４９１３●●■３４４１１１ ９２５２１０●●●４４４１１１ |霊 8．８３８．９１ 8．９８８．９０ ８．６６８．６８
８００Ｍ定
ｓｅｃ ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ 1８６．６９１８７．６９１９７．１４’
走幅眺
C刀I ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ 4４５．０３４３６．４４４２７．８４ 4４０．３７４４８．２８４５５．０２ 4５０４５６４６２ 7９６２４４ 3３２．６３１８．７ 3０７．６０３１４．９０ 3３１３３３
砲丸投
c、 ８９０１１２ 1７７０１４９９3５２ 7９２．６４８００．５６７９１．４２ 796244 ４１５．９０４２６．２０
法政大学体育研究センター紀要
表－９は、本学学生の入学時における機能・運動能力項目の平均値と文部省体育局と厚生省との
平均値における比較を示したものである。女子については、肺活量●背筋力・握力は平均値より低
い値を示している。反復横跳び・垂直跳びにおいても、平均値より低い値を示している。立位体前
屈は、かなり平均値を下回っており、身体の硬さが伺える。瞬発力の50ｍ走と走幅跳びは～僅かで
はあるが平均値を上回っている。
男子については、肺活量・握力は平均値より著しく下回っていたが、背筋力ではほぼ平均値に近
い値を示していろ。反復横跳び・垂直跳び．立位体前屈では、平均値より劣って入るが、，00ｍ走と
走り幅跳びではほぼ平均値に近い値を示している。柔軟性の不足が他の機能や運動能力の低下に影
響していると思われる。
本学学生は、男女共に身長はじめ形態面では平均値並であるが、機能、運動能力の面では劣って
いる傾向が伺える。
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